
○　本校の概要 令和8年2月25日

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ
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0
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Ｂ

Ｃ

◆児童アンケート
「地域の行事に参
加したり、より良
い地域になるよう
に行動したりして
いる」
◇保護者アン
ケート
「学校は地域の
特色を生かした
教育活動を積極
的に行っている」
の質問に、肯定
的な回答をした割
合８０％

◇児童アンケート
いろいろな人にす
すんであいさつし
ている」「運動が
好きですすんで
体を動かしてい
る」「早寝早起き
朝ごはん挨拶宿
題できたかな」を
守り、健全な生活
をしようとしてい
る」
◆保護者アン
ケート
「『早寝早起き朝
ごはん挨拶宿題
できたかな』の規
則正しい生活習
慣を意識しながら
生活している」の
質問に肯定的な
回答をした割合８
０％

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

・こども達の負担にならないように軽量のタブ
レット端末を要望したい。
・教職員の皆さんの努力がよくわかります。

・いろいろな人が町会活動に参加できる取
り組みの提案をお願いします。
・町会活動に大変ご協力いただいた。(ポス
ター作成、清掃活動、町会ユニフォームデ
ザイン等)
・千鳥南町会のためにたくさん考え、アイデ
アを出していただき、町会一同大変喜んで
います。ありがとうございます。

・体力向上は最も重要である。
・「早寝・早起き・朝ごはん・挨拶宿題できた
かな」の言葉をこども達が言っているのをよ
く聞く。こども達の中に浸透いていると思う。

◇児童アンケート
「タブレットを使っ
て考えをまとめた
り、友達と一緒に
学習したりでき
る」「生活や学習
の振り返りを通し
て自分の良さに
気付くことができ
る」
◆保護者アン
ケート
「学校は、学力の
定着と学習意欲
の向上に向けて、
ICT機器を効果的
に活用している」
の質問に、肯定
的な回答をした割
合８５％以上

４：

全て
90％
以上

３：

全て
80%
以上

２：

全て
70％
以上

１：

70％
未満

４：

全て
90％
以上

Ａ

A

B

Ｃ

Ｄ

A

B

4

・今年度より本格実施した、大
田区独自の教科「おおたの未
来づくり」を校内研究のテーマ
として、全教員で取り組んだ。
「地域の創生」で、千鳥南町会
のためにできることを課題に
し、こどもたちは夏まつりに出
店したり、イベントのポスターを
作成したりし、地域行事の活性
化を通して、地域や学習内容
について高い関心が寄せられ
た。課題解決に向けて、６年生
は充実感をもって取り組んで
いる。
　５年生はプログラミングに取
り組み、企業から支援を受け、
他者意識をもってゲーム作り
に取り組んだ。

・明治生命によるSDGｓ、下水
道キャラバンなど様々なゲスト
ティーチャーをお招きして、体
験的な学習の充実を図った。

・タブレット端末の活用はどん
どん頻度が高くなってきてい
る。連絡帳の代替に活用した
り、調べたりまとめたりするた
めに文房具的に使用したりし
て、活用能力は高くなってきて
いる。一方、情報モラルの育成
には課題がある。また、端末機
器の一斉更新に伴い、端末機
器の扱いに注意し、丁寧に扱
うよう指導が必要である。

・外国語教育指導員を活用す
ることで、ALTと綿密に計画を
して、授業を行うことができた。
ペーパーだけでなく、パフォー
マンステストなども行い、適宜
な評価も並行して行うことで、
こどもたちの英語力やコミュニ
ケーション能力の向上につな
がった。

・英語カフェは、ALTが出身国
の遊びを取り入れたり、活動
的な内容をしたりと工夫したこ
とで、年間を通して参加する児
童が増え、異文化交流の一助
にもなった。また、英語カフェ
は、全学年が平等に参加でき
るように、計画的に割り振っ
た。低学年には地域ボランティ
アの協力をいただき、児童が
楽しんで英語カフェに参加でき
るよう配慮した。

・持続可能な社会の創り手を
育むために、6年生の3学期
は、特に社会科や理科では、
これまでの学習を生かして、国
際社会が抱える問題の解決に
向けて、日本の役割を具体的
に捉え、広い視野から思考・判
断できるよう指導していく。

4

・今年度の道徳授業地区公開
講座では、保護者参画型講演
会を企画、家庭と学校、地域
が協力して豊かな情操と道徳
心の育成を図っていく。

・少人数での算数力アップ教
室や夏休み中のぐんぐんス
クールは学習習慣を身に付け
たり、基礎的な学力を培ったり
する場となった。回数を増やす
など次年度に向けて拡充を検
討する。

・食育は毎月、朝の時間を使っ
て計画的に指導した。栄養士
による食育授業も多く実施し
た。PTA主催の給食試食会も
大変好評で、保護者の給食に
対する理解を促す機会となっ
た。

・学習発表会に近隣の保育園
を招待した。園児にとって小学
校入学に向けて大きなモチ
ベーションとなった。２月１年生
との交流も予定されている。６
年生は中学校の部活体験や
「七中へ行こう」の参加を通し
て、進学へのイメージをもつこ
とができた。

・児童が、「すすんであいさつし
ている」の項目を肯定的に捉
えている一方、保護者の「早寝
早起き朝ごはん挨拶宿題でき
たかな」への評価が低い。繰り
返し、様々な取組や声掛けを
し、基本的な生活習慣の定着
を図っていく。
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２：

全て
70％
以上

１：

70％
未満

４：

全て
90％
以上

成果
評価

令和７年度　大田区立千鳥学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

○児童数　３５９名　○学級数１２学級(令和７年５月１日現在)
○教育目標「心やさしくじょうぶな子」「進んでやりぬく子」「よく考え工夫する子」
○学校経営方針「思いやりのある児童の育成とともに、体力の向上を図る。」「児童一人一人の学びを保障し、確かな学力を育てる。」「家庭地域との連携を図り、児童が自ら考え、工夫する力をはぐくむ。」
○本校の特色・千鳥スタンダードの実践・なかよし班活動・学校支援地域本部(チーム千鳥協力隊)の支援を受けた教育活動の充実。

0

学校関係者記入欄
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0

0

0

Ｃ 0

３：

全て
80％
以上

目標に対する成果指標

6

これまでの取組
今後の改善策

取
組
評

3.4

3.5

3.3

3.4

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3.3

Ｄ 0
④家庭・地域・関係機関との連携を通し
て、地域力を生かした特色ある教育活動を
行っている。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

3.6

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。

⑤教育活動全般を通して、規範意識の確
立と基本的な生活習慣の定着を図ってい
る。

3.3

3.3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3.2

④児童一人一人の良さや可能性を伸ばす
教育活動を行っている。

3.6

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3.3

3.6

３：

全て
80％
以上

3.5

２：

全て
70％
以上

１：

70％
未満



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

4

・チーム千鳥も気持ちよく活動させていただ
いている。大切にしてくださり感謝してい
る。

・先生たちも大変ですが、今後もこどもたち
のことをよろしくお願いします。・個別最適な学びを保証する

ためにタブレット端末の活用を
さらに充実させた。ICT支援員
を一層有効的に活用したい。
協働的な学びのために新しい
アプリケーションソフトの活用
を熱心に行い、教員間での情
報交換も積極的に行われた。

・教職員が積極的に地域の行
事に参加し地域のサポート力
に触れる機会が多くあった。そ
の経験を次年度以降の「おお
たの未来づくり」科に生かして
いきたい。

・校内研究を通して授業力の
向上を図っているが、時間の
確保が課題だった。日常的に
教員間の授業を見合い、教材
や授業展開等のまなびを深め
られるよう、次年度はもう少し
計画を立て、進めたい。

・教師の業務負担を軽減する
ための教員支援員や効率的な
事務スタッフの配置を受け、教
職員の業務適正化を進め、児
童と教員が向き合う時間を作
ることができた。児童にとって
も様々な立場の方と関わるこ
とは大変有意義なことだった。

4

・定期的に派遣される発達障
害アドバイザーから全教員が
教育のユニバーサルデザイン
についての研修を受けること
ができたことは大変有意義
だった。巡回心理士やSCから
の助言を受けて困難のある児
童の状況に合わせた教育環境
の整備に努めた。

・特別支援教室巡回指導教員
と丁寧に連携を図り、児童理
解に努め、指導の改善につな
げた。

・学校生活アンケートやWeb-
QUアンケートを実施し、気にな
る児童については聞き取りを
実施した。今後も児童が安心
できるよう個別に対応してい
く。

・スクールカウンセラーやス
クールソーシャルワーカーと連
携し、児童や保護者が相談し
やすい環境を整備することが
できた。教員も児童や保護者
からの相談に丁寧に対応する
よう連携を図った。

4

0

Ｂ 0

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 6

④ホームページや学校だより・保護者会な
どを通して,保護者や地域に教育活動の様
子を伝えている。

Ｂ

Ｄ

・児童の実態や個々の状況に
即した避難訓練を柔軟に計画
し、実施することができた。3学
期は告知なしの訓練を行い、
主体的に行動できるよう指導し
ていく。

・毎月安全点検を行い、環境
整備に努めた。チーム千鳥の
多大な協力のおかげで体育倉
庫や理科室、学級園の環境整
備が行われた。

・今年度矢口特別出張所が中
心となって体験型の防災拠点
訓練を行った。連絡会議で協
議を重ね、非常時に備えた
い。PTA役員の訓練参加に留
まらず、安全教育につなげて
いきたい。

・新聞を有効活用したり、読書
学習司書による授業支援を充
実させたり、「大きな木の会」に
よる読み聞かせを行ったりし
て、読書の習慣化を図った。

◇児童アンケート
「授業で学習した
ことがよくわかる」
◆保護者アン
ケート
「教員は、分かり
やすい授業のた
めに工夫をしてい
る」の質問に、肯
定的な回答をした
割合８５％

２：

全て
70％
以上

１：

70％
未満

◆児童アンケート
「自分や友達のこ
とを大切にするこ
とができる」「学校
は楽しい」
◇保護者アン
ケート
「学校はこども一
人一人を大切に
した教育を行って
いる」の質問に、
肯定的な回答を
した割合８０％

４：

全て
90％
以上

１：

70％
未満

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

４：

全て
90％
以上

◇児童アンケート
「地震や火事が
あったら、どんな
行動をすればよ
いか分かる」
◆保護者アン
ケート
「学校は、快適で
安全な学校環境
づくりに努めてい
る」の質問に、肯
定的な回答をした
割合８０％

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：

全て
70％
以上

３：

全て
80％
以上

３：

全て
80％
以上

４：

全て
90％
以上

Ｃ

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

4
２：

全て
70％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3.6

3.6

１：

70％
未満

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

3.4

3.6

3.5

3.4

3.1

Ａ 6
①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④校内研究や日々の行員間の指導を通し
て、授業力の向上を図っている。

③図書館の整備を徹底し、朝の時間の読
み聞かせや授業等での活用を通して読書
の習慣化を図っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

④教員は、学校経営への参画意識をもち、
児童一人一人に向き合いながら職務を進
めている。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

3.4

Ｂ 1

◆保護者アン
ケート
「学校はお便りや
学校ホームペー
ジ、学校公開等
により、」教育活
動の様子を伝え
る努力をしてい
る」「学校はチー
ム千鳥等の地域
人材や施設を活
用した教育活動
に努めている」の
質問に、肯定的
な回答をした割合
８０％

・地域行事にも積極的に教職
員が参加し、地域でのこどもた
ちの様子を知ることができ、地
域や保護者とも関わることが
できた。ホームページで、学校
だけでなく地域での様子も紹
介できた。

・正門改修工事に伴い、登下
校のルートを一部変更した。見
守り活動の登校時の誘導や保
護者の付き添い等の協力のお
かげで登下校時でのトラブル
を未然に防止でき、事故なく登
下校することができた。

・運動会や学習発表会では、
PTAの方に保護者誘導や会場
整備を、２・６会方には受付前
整列の協力をいただき、無事
に運営できた。

・まなびポケットでの配布物の
配信が定着してきた。１月より
tetoruへ移行した。全保護者
が確実に確認できているか
チェックする必要がある。

・ホームページで「今日の給
食」のコーナーは家庭での会
話の話題になると保護者から
嬉しい反応があった。 Ｄ 0

Ｃ 0

Ｃ 0

3.5

3.4

3.3

３：

全て
80％
以上

0

Ｂ 0

3.6

3.4

3.3

3.3

Ｃ 0

４：

全て
90％
以上

３：

全て
80％
以上

２：

全て
70％

Ｄ 0

Ａ 5

１：
70％
未満

Ｄ 0

Ａ 6


